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　　アーバントラスト有限会社は，資源のリサイクル化及び減容による埋立地の
　延命化の役割を担っており，かけがえのない地球環境保全に貢献することを
　使命としています。また、環境に安全な施設を駆使し、次の目標に向けて最善の努力を
　もって廃棄物収集運搬及び中間処理の事業を行っていきます。

　　アーバントラスト有限会社は、産業廃棄物処理業者として，産業廃棄物の適正
　処理を行うと共にリサイクル品再生を深く追求し，資源の有効利用と最終処分量
　低減を目指します。また全社員参加協力して地球と地域の環境保全に努めます。

＊　事業を通じた地球環境保護
　　　全ての事業活動において，地球環境の保護に寄与できるよう努めます。

＊　環境への負荷を軽減
　　　資源･エネルギーの効率的利用を図り（目標値を定め）消費や排出状況を
　　　チェックして環境への負荷を認識し軽減を図ります。
　①二酸化炭素排出の削減
　　　･石油エネルギー資源（軽油・ガソリン）の削減
　　　･電力使用量の削減
　②水道使用量の削減
　③リサイクル率の向上
　④紙類の使用量の削減

＊環境関連法規などの遵守
　　　環境関連の諸法規などを遵守します。

＊社員の環境教育の推進
　　　社員の環境に関する理解と意識の向上を図るため，社内研修会を行います。

＊継続的環境改善の実施
　　　環境管理システムを適正に維持管理するとともに目的･適正管理･目標を設定し，
　　　取組結果を見直すことにより継続的に環境経営の改善に取り組みます。

＊環境啓発活動の推進
　　　環境活動レポートを公表するなど，社内外に対して環境保護に関する取組の状況に
　　　ついて情報の提供を行うとともに、啓発，教育活動を推進します。

制定日

改定日

アーバントラスト有限会社

代表取締役　森谷　行秀

1

平成18年10月1日

令和3年1月1日

1《環境方針》

【基本理念】

【環境経営方針】



2 《組織の概要》《認証・登録の範囲》《実施体制》

１）社名及び代表者氏名

アーバントラスト有限会社

代表取締役　　　　森　谷　行　秀

２）事業所所在地

横浜市金沢区幸浦2－4－6

エコプラント 横浜市金沢区幸浦2－3－6

横浜市金沢区幸浦2－5－8

３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 営業部 佐久間　賢（環境管理責任者）

担当者 業務部 太田　幸雄

連絡先 アーバントラスト有限会社

電話 045－782－0039

FAX 045－782－0030

e-mail m-sakuma@urban-trust.co.jp

URL http://www.urban-trust.co.jp

４）事業活動の内容

法人設立年月日

資本金

 売上高

組織図 別紙資料1添付

5）許可内容

別紙資料2添付

6) 認証・登録の範囲

2

対象組織　本社工場、エコプラント、第二工場

本社工場　　　

第二工場　　　

平成2年11月30日

500万円

1,629百万円

事業活動　一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業及び中間処理業

全組織・全活動・全従業員を対象としている。

mailto:m-sakuma@urban-trust.co.jp
http://www.urban-trust.co.jp/


7）施設等の状況

運搬車両の種類と台数 別紙資料3添付

積替え保管施設

処理施設の種類 1基 （7.16t／日）（混合での能力）

2基 （0.5t／日）

1基 （188t／日）

1基 （0.5４t／日）

1基 （4.88t／日）

1基 （4,605.6t／日）

1基 （18t／日）

1基 （24.72t／日）

処理する産業廃棄物の種類

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず

ガラスくず及び陶磁器くず、がれき類、動植物性残さ

8）廃棄物処理フロー工程表

別紙資料4添付

9）事業の規模

活動規模 　単　位 平成31年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

中間処理受入廃棄物 ｔ 18,207 16,049 19,235 18,834 22,870

産業廃棄物収集運搬量 ｔ 13,655 12,037 14,427 14,126 17,416

一般廃棄物収集運搬量 t 7,273 6,638 5,484 6,815 8,274

リサイクル率 ％ 96 97 98 98 99

従業員数 人 68 68 68 68 68

保有台数 台 25 25 25 25 25

廃棄物処理量の詳細は添付資料５に示す。
① 収集運搬量

ｱｰﾊﾞﾝトラスト(有)が排出業者から収集運搬した廃棄物量
※最終処分場及びリサイクル施設への運搬量も含む

② 中間処理受入廃棄物
ｱｰﾊﾞﾝトラスト(有)及び他社からのｱｰﾊﾞﾝトラスト(有)中間処理場への品目別受け入れ廃棄物量

③ リサイクル率
ｱｰﾊﾞﾝトラスト(有)中間処分場から品目別の中間処理後のリサイクル率

10）処理実績

3

保管上限　　　7.2m3

⑧破砕3施設

②好気性分解施設

③圧縮1施設

④溶融施設

⑤破砕2施設

⑥圧縮2施設

保管面積　　　24.24m2

別紙資料5添付

⑦圧縮3施設

①破砕施設



鈴木　泰亮

増子　　英一

佐久間　賢

社長
森谷　行秀

環境管理責任者

副社長

松岡　和弘

業務部門責任者

３．諮問機関である環境管理委員会の委員長として委員会の運営

１．営業部門の環境経営システムの総括責任者

　実施体制を構築する。 
４．エコアクション２１を運用し、維持するために経営資源を用意する
５．エコアクション２１に基づく環境経営全体の取り組み状況及び効果を評価し

２．営業、事務員に対し、環境経営システムの教育及び実施

社員、従業員 １．毎朝の朝礼、ミーティングなどで情報を確認共有して実施していく

４．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳ事務局の責任者として事務局運営
５．ＥＡ21等の環境経営についての教育・訓練の計画・実施責任者

１．各部門責任者との連携を図りの環境管理責任者と実施および運営

２．声を掛け合いコミュニケーションを大事にして、実施していく

１．管理部門の環境経営システムの総括責任者

太田　幸雄

営業部門責任者

管理部門責任者

管理部

　総括的な見直しを実施し、必要な指示を行う。

営業部

２．社長に対し、環境経営システムの実績報告
１．環境経営システムの確立、実施および維持するための処置

業務部

３．エコアクション２１を運用，維持し，環境経営を実践するために効果的な

11)環境管理実施体制

役職

１．経営における課題とチャンスを整理し、明確にする
２．環境経営に関する方針（環境経営方針）を定め、誓約する

代表取締役
森谷行秀

業務部門責任者
　太田　幸雄

責任および権限

営業部門責任者
鈴木　泰亮

副社長
松岡　和弘

環境管理責任者
　佐久間　賢

4

２．事務員に対し、環境経営システムの教育及び実施

2．社内情報の外部公開可否決定

１．業務部門の環境経営システムの総括責任者
２．業務ドライバー、作業員に対し、環境経営システムの教育及び実施

６．社内情報の外部公開可否決定

管理部門責任者
増子　英一



　　　（1）　令和3年度の環境目標及び中期環境目標

単　位
令和4年度
実績(基準）

令和5年度
目標

令和6年度
目標

令和7年度
目標

％ 100 100 100 100

％ 100 100 100 100

％ 100 100 100 100

％ 100 100 100 100

化学物質の使用はない。

単　位

令和4年度
実績

令和5年度
目標

令和5年度
実績

受入量当たり電力原単位 ｋwh/t 6.38 6.44 6.35

電力使用量 ｋWh 120,175 145,315

電力ＣＯ２排出量 ｋｇＣＯ2 54,919.98 64,274.78

処理量 ｔ 18,834 22,870

運搬量当たり燃料原単位 ℓ/t 25.5 26.4 26.0

化石燃料使用量 ℓ 360,541 446,740

化石燃料ＣＯ２排出量 ｋｇＣＯ2 928,633.18 1,149,261.46

廃棄物収集運搬量 ｔ 14,126 17,153

従業員１人当たり水使用量 ｍ3／人 15.9 16.0 21.2

水使用量 ｍ3 1,079 1,442

従業員数 人 68 68

リサイクル率 ％ 99.6 95.0 99.0

廃棄物受入量 ｔ 18,834 22,870

廃棄物再資源化量 ｔ 18,767 22,855

kg/年間

毎日朝礼の実施 ％ 100 100 100

始業点検の実施 ％ 100 100 100

環境教育の充実（毎月実施） ％ 100 100 100

外回りの清掃毎月実施 ％ 100 100 100

化学物質の使用はない。

5

電力のＣＯ２排出係数は　0.443CO2-kg/kWh　（令和4年東京電力）

560

３． 《環境経営目標、その実績および評価》

〇

99.0

564560

ｋwh/t 6.38

再資源化の基準が厳しくなったため、廃棄品
が増えた
・分別する廃棄物の再確認

毎日朝礼の実施

始業点検の実施

95.0

〇

外回りの清掃毎月実施

水使用量の制限により、最低量を維持してい
る

〇

運搬量の増加があり、積載率が向上した
・アイドリングストップの周知徹底
・タコメーターによる過度なスピードの管理
・分別ヤードのスペースを増やした

〇

97.0

6.44 6.44

564 564

99.6

結果及び評価

ｋｇ/年

（1）　令和5年度の環境経営目標及び中期環境経営目標

（２）令和5年度の環境経営目標、実績、評価

処理量が増大したため、稼働率が向上し、電
力使用量がそれほど増えなかった。設備の始
業点検が効果あったと考える。
また事務所では昼休みパソコン電源を切った

26.426.4 26.4

16.0

ＣＯ２排出量　総量　1,213,536.24kg-CO2

横浜型地域貢献企業

安全運転、エコドライブなど

機械、重機の保守

省エネ、安全、業績などと一緒に

％

廃棄物排出量削減
紙購入量削減

796
〇

計画的に購入

6.44

15.9 16.0 16.0

25.5
燃料原単位

（運搬量当たり）

環境目標

電力原単位
　（受け入れ量当り）

564

廃棄物埋立量削減
リサイクル率向上

ｍ3／人

ℓ/t

水使用量削減
一人当たり水使用量

環境教育の充実（毎月実施）

廃棄物排出量削減
紙購入量削減



４．１《環境経営計画及び取り組み結果の評価、次年度の取り組み》

・冬場は着込み、夏場は薄着にする 佐久間 冬・夏 有 〇
二酸化炭素排出の削減 ・機械待機消費電力の節減 稼働時 有 〇
電力使用量の削減 ・中間処理場受入時間の短縮 毎日 有 〇

・昼休み時・残業時の不要電気の消灯励行 毎日 有 〇
・ノー残業デーの励行（毎週土曜日） 土曜日 有 〇

評価：〇
・車輌運転記録簿による記録管理の徹底 太田 毎日 有 〇

二酸化炭素排出の削減 ・エコドライブの実施 毎日 有 〇
燃料使用量の削減 ・クールビズ・ウォームビズの実施 冬・夏 有 〇

・スピード超過禁止、車間距離の保持の実施 毎日 有 〇
・ドライブレコーダー導入（運転状況の把握） 毎日 有 〇
・施設周辺は自転車・徒歩を使用 毎日 有 〇

評価：〇

水道使用量の削減 ・車両の洗車時間を短縮した 太田 洗車時 有 〇
・噴霧器使用する時にこまめに散布した 毎日 有 〇
・定期的な漏水チェックの実施 土曜日 有 〇
・極力、食器洗い洗濯はまとめて実施 毎日 有 〇

評価：〇

・中間処理場での選別の徹底 太田 毎日 有 〇

廃棄物最終処分量削減 ・工場スタッフのりサイクル品目の指導 月1回 有 〇
リサイクル率向上 ・回収時による積載方法の仕分回収 毎日 有 〇

・リサイクル品目の拡大 随時 有 〇
･リサイクル施設の開拓 随時 有 〇
・顧客への分別の協力依頼のチラシを配布 年1回 有 〇

評価：〇

・ＦＡＸをメールで送る 太田 毎日 有 〇

廃棄物排出量削減 ・無駄なコピーをしない 毎日 有 〇

紙購入量削減 ・印刷時に両面コピーをする 毎日 有 〇
評価：〇

グリーン購入の　推進　　 ・インターネット調査 太田 週1回 有 〇
評価：〇

毎日朝礼の実施 ・エコドライブの周知徹底 太田 毎日 有 〇

始業点検の実施 ・管理者立会のもと運行前点検を実施 毎日 有 〇

環境教育の充実（毎月実施） ・アイドリングストップの実施 月1回 有 〇
外回りの清掃毎月実施 月1回 有 〇

次年
度

取組

評価
効果
有無

スケ
ジュール

責任者

6

環境活動　取り組み項目環境目標



４．２　次年度の環境経営目標

令和4年度
実績（基準）

令和5年度
実績（参考）

令和6年度
目標

令和7年度
目標

令和8年度
目標

100 100 100 100 100

100 100 100 100 100

100 100 100 100 100

100 100 100 100 100

化学物質の使用はない。

5

関連法規の遵守状況について過去３年間下記のとおりチェックリストで確認しました。

また各行政からの指導、許可取り消し等についても過去５年間は、ありませんでした。

関連法規 平成31年10月 令和2年10月 令和3年10月 令和4年10月 令和5年10月

※ 廃棄物処理法 〇 〇 〇 〇 〇

※ 騒音規制法 〇 〇 〇 〇 〇

※ 振動規制法 〇 〇 〇 〇 〇

※ リサイクル法 〇 〇 〇 〇 〇

※ 自動車NOx・PM法 〇 〇 〇 〇 〇

※ フロン排出抑制法 〇 〇 〇 〇 〇

※
その他の関連法規遵守状況は、一元管理し
チェックリストで確認した 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

120,000

水使用量削減
一人当たり水使用量　ｍ3／人

15.9 21.2 16.0 16.0 16.0

145,315 120,000

360,000

120,000

二酸化炭素排出量削減（燃料）
（運搬量当たり）　　　ℓ/t 25.5 25.7 26.4 26.4 26.4

《環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無》

お客様 苦情・トラブルその他、指摘はなし。

近隣住民の皆様 苦情・トラブルその他、指摘はなし。

7

環境経営方針にも掲げましたが環境に関する諸法規については、遵守して事業活動を

行っています。

 内　　　　　容 遵守評価結果

訴訟の有無

主な環境法規等　　　　　　　　　〇遵守

1,085.0

99.6 99.0 97.0 99.0

6.38 6.35 6.44 6.44 6.44

360,541 446,740 360,000

120.175

360,000

1,079.0 1,442.0 1,085.0 1,085.0

毎日朝礼の実施　　％

環境教育の充実（毎月実施）　％

99.0

560 796 564 564 564

環境目標

二酸化炭素排出量（電力）
　　　　（受け入れ量当り）　　　　kwh/t

二酸化炭素排出量削減（燃料）
（総量）　　　ℓ

水使用量削減
　　　総量　　　　　　ｍ3

廃棄物埋立量削減
リサイクル率向上　　％

廃棄物排出量削減
紙購入量削減　　ｋｇ

二酸化炭素排出量（電力）
　　　　　　　（総量）　　　　　　　kwh

外回りの清掃毎月実施　　％

始業点検の実施　　％
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評価

全体の評価
今後も継続して取組を実施し、環境負荷の低減に努めたいと思いま
す。

実施体制変更の必要性 現実施体制での変更の必要性はない。

見直し（変更の必要性・指示）

環境方針の変更の有無 事業内容に変化はなく変更の必要性はない。

環境目標の変更の有無
引き続き、新型ウィルスの感染予防をしっかりして環境保全
活動を進めてください。

環境活動計画変更の有無
概ね良好に推移しており決めた計画を確実に実行していく。

項目 内容
《代表者による全体評価と見直し・指示》



別紙資料1

燃え殻 汚泥 廃油 廃酸 廃アルカリ 廃プラ 紙くず 木くず 繊維くず
動植物性

残渣 ゴムくず 金属くず ガラスくず 鉱さい がれき類 ばいじん

神奈川県 1402001974 無 平成28年1月30日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 12 令和8年1月29日

横浜市 第56-00-001974号 有 平成28年2月1日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 14 令和8年1月31日

東京都 第13-00-001974号 無 平成28年3月29日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10 令和8年3月28日

埼玉県 第1101001974号 無 平成28年4月19日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● 　 9 令和8年4月18日

千葉県 第1200001974号 無 平成27年12月12日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10 令和7年12月11日

栃木県 第0900001974号 無 平成31年2月18日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 14 令和11年2月17日

茨城県 第0801001974号 無 令和元年5月23日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10 令和11年3月14日

静岡県 第2201001974号 無 平成31年2月16日 　 　 ● ● ● ● ● ● ● ● 8 令和11年2月15日

群馬県 100001974 無 平成30年1月21日 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 10 令和10年1月20日

処分業 横浜市 第56-20-001974号 平成27年10月1日  ● ● ● ● ● ● ● ● ● 8 令和7年9月30日

許可取得都市 許可番号 許可年月日 有効期限

横浜市 第１０７２号 令和6年4月1日 令和8年3月31日

川崎市 第００３６号 令和4年10月1日 令和8年9月30日

　

許可取得都市 許可番号 許可年月日

産業廃棄物の種類

許可の内容

9

品目数 有効期限

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

取扱廃棄物の種類

一般廃棄物（ごみ（横浜市が収集するものは除く））以上1種類

一般廃棄物（事業活動に伴って生じたものに限る）

積替え許可の有無

事
業
の
範
囲



別紙資料2

NO 車体形状 最大積載重量（kg)
1 脱着装置付コンテナ専用車 2,000
2 脱着装置付コンテナ専用車 2,000
3 脱着装置付コンテナ専用車 3,850
4 脱着装置付コンテナ専用車 3,900
5 脱着装置付コンテナ専用車 3,750
6 脱着装置付コンテナ専用車 4,000
7 脱着装置付コンテナ専用車 3,900
8 脱着装置付コンテナ専用車 3,750
9 脱着装置付コンテナ専用車 3,900

10 脱着装置付コンテナ専用車 3,950
11 脱着装置付コンテナ専用車 3,950
12 脱着装置付コンテナ専用車 10,900
13 脱着装置付コンテナ専用車 11,000
14 ダンプ 2,000
15 ダンプ 2,000
16 キャブオーバー 1,500
17 キャブオーバー 1,500
18 キャブオーバー 2,000
19 キャブオーバー 350
20 キャブオーバー 350
21 キャブオーバー（クレーン） 2,400
22 塵芥車 1,550
23 塵芥車 1,300
24 塵芥車 2,000
25 塵芥車 2,000
25
26
27
28
29
30
31
32

ｱｰﾊﾞﾝﾄﾗｽﾄ(有)保有車両一覧
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　廃プラスチック類

　紙　く　ず

　木　く　ず

　繊　維　く　ず

　金　属　く　ず

　ガラス・陶磁器くず

　及びｺﾝｸﾘｰﾄがら

　がれき類

　これらの混合物

処分先

処分先

処分先

分解消滅

横浜市埋立処分場
一般廃棄物 横浜市焼却工場

11

受入 ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

買取業者　A社
溶融

廃プラチック類 0.54t/日
（発泡スチロール）

受入

好気性分解

動植物性残さ 0.5t/日×2

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

再生先　A社
再生品目　石膏ボードがれき類 破砕処理 A社

10.84 ｔ　／日 石膏ボード（その他）

再
生

がれき類

受　入 がれき類

10.84 ｔ　／日 金属くず

ガラス・陶磁器くず

燃
料

繊維くず

畳 最終処分先　B社
受　入 ゴムくず

繊維くず 破砕処理

↓　　最終処分場

A社 残渣物・石膏ボード・その他

再
中
間
処
理

A社 再中間処理品目
↓　最終処分場 繊維くず 　ｶﾞﾗｽ､ｺﾝｸﾘｰﾄ、陶磁器屑・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・金属・紙屑･木屑・繊維屑

廃プラスチック類

B社 ゴムくず・金属くず・石膏ボード・その他

廃プラスチック類・紙くず・木くず

繊維くず 木くず

ゴムくず

粗選別・破砕後廃棄物 最
終
処
分

最終処分先（安定型）　A社
埋立品目　ガラス・陶磁器くず
　　　　　　　廃プラスチック類・がれき類金属くず

焼
却

ｶﾞﾗｽ・陶磁器くず ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

再生先　A社
再生品目　木くず及びｺﾝｸﾘｰﾄがら

再生不能物／処分

紙くず 再中間処分先　A社

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

再生先　A社
再生品目　コンクリートガラ

磁気選別
木　く　ず

　ゴ　ム　く　ず ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

再生先　A社
再生品目　廃プラスチック類

手選別

２８１．８４ ｔ ／月 ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

再生先　A社
再生品目　紙くず

（　10.84 ｔ ／日）

紙　く　ず

ﾘ
ｻ
ｲ
ｸ
ﾙ

再生先　A社
再生品目　金属くず

廃プラスチック類 破砕前混合廃棄物 破砕処理
保管量

処理系統図

排出事業所 収集運搬 受入 保　　管 中間処理 有価物回収／処分



受託した産業廃棄物の処理量

廃棄物等種類 処分方法等 処理量（t）

金属類 2,200

プラスチック 8,786
木くず 3,500
ガラス陶磁器類 608
紙類 311
がれき類 1,020
繊維くず 45

混合廃棄物 683

17,153

金属類 2,933

プラスチック 11,714
木くず 4,667
ガラス陶磁器類 810
紙類 414
がれき類 1,360

繊維くず 60

混合廃棄物 912

金属類 2,933
プラスチック 11,714
木くず 4,667
ガラス陶磁器類 810
紙類 399
がれき類 1,360

繊維くず 60

混合廃棄物 912

22,855

22,870

6,738,000

発泡スチロール等

8,274,000一般廃棄物合計

項目
内訳

令和4年度（kg）

廃
棄
物
排
出
量

一
般
廃
棄
物

ルート回収可燃ごみ
資源物
段ボール
雑誌
新聞紙

1,536,000

うち
再資源化等

再資源化等量小計

中間処理合計

事業系一般廃棄物運搬量
令和5年度（令和4年11月　～　令和6年3月）
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別紙資料4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年度（令和4年11月　～　令和6年3月）

処理方法等

（ⅰ）収集運搬

収集運搬量合計

（ⅱ）中間処理 破砕・圧縮



       環境管理部

評価　　○：達成　　×：未達 □：計画　　■：実績

ＮＯ 中 期 目 標 年 度 目 標 施　　　　　　　　策 責任者 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
二酸化炭素 1％削減 当月 8,408 8,634 7,737 7,901 8,585 8,591 8,304 8,118 8,242 8,107 8,483 8,660 9,269 9,489 8,592 8,755 9,440

電気使用量合計／受け入れ量 累計 8,408 17,042 24,779 32,680 41,265 49,856 58,160 66,278 74,520 82,627 91,110 99,770 109,039 118,528 127,120 135,875 145,315

(kwh/t) 当月 1,392 1,494 1,086 1,292 1,410 1,476 1,398 1,294 1,190 1,140 1,132 1,187 1,533 1,635 1,227 1,433 1,551

平均 累計 1,392 2,886 3,972 5,264 6,674 8,150 9,548 10,842 12,032 13,172 14,304 15,491 17,024 18,659 19,886 21,319 22,870

6.35(kwh/t) 当月 6.04 5.78 7.12 6.12 6.09 5.82 5.94 6.27 6.93 7.11 7.49 7.30 6.05 5.80 7.00 6.11 6.09
累計 6.04 5.91 6.24 6.21 6.18 6.12 6.09 6.11 6.19 6.27 6.37 6.44 6.41 6.35 6.39 6.37 6.35

受け入れ量合計 当月 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 × 〇 〇
               22,870       t 累計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・事務員と朝礼を通じて節電について話し合いの実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・待機消費電力の節減 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・中間処理場受入時間の短縮 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・昼休み時・残業時の不要電気の消灯励行 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・ノー残業デーの励行（毎週土曜日） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

1％削減 当月 26,350 27,028 23,166 24,282 26,788 26,990 25,075 25,507 25,578 25,546 25,580 25,664 28,682 29,338 25,476 26,592 29,098

燃料合計／運搬量 累計 26,350 53,378 76,544 100,826 127,614 154,604 179,679 205,186 230,764 256,310 281,890 307,554 336,236 365,574 391,050 417,642 446,740

二酸化炭素 （ℓ/ｔ） 当月 1,168 1,252 782 912 1,148 1,234 868 864 842 798 845 905 1,280 1,358 888 1,018 1,254

（燃料の削減） 平均 累計 1,168 2,420 3,202 4,114 5,262 6,496 7,364 8,228 9,070 9,868 10,713 11,618 12,898 14,256 15,144 16,162 17,416

平均値25.65（ℓ/t) 25.65（ℓ/ｔ） 当月 22.56 21.59 29.62 26.63 23.33 21.87 28.89 29.52 30.38 32.01 30.27 28.36 22.41 21.60 28.69 26.12 23.20
累計 22.56 22.06 23.91 24.51 24.25 23.80 24.40 24.94 25.44 25.97 26.31 26.47 26.07 25.64 25.82 25.84 25.65

運搬量合計 当月 〇 〇 × × 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 × 〇 〇
　　　　1,7416　　ｔ 累計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・車輌運転記録簿による記録管理の徹底 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・エコドライブの実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・クールビズ・ウォームビズの実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・スピード超過禁止、車間距離の保持の実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・ドライブレコーダーの導入による運転状況の把握 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・施設周辺への所要には自転車・徒歩を使用 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水使用量削減 年目標 当月 183 181 173 170 189 182 183 181
累平均 183.00 182.00 179.00 176.75 179.20 179.67 ##### #####

2.5m3/人（2ヶ月） 当月 68 68 68 68 68 68 68 68
3年後現状維持 累平均 68 68 68 68 68 68 68 68
1,146m3 人数あたり 当月 2.69 2.66 2.54 2.50 2.78 2.68 2.69 2.66

68人 累平均 2.69 2.68 2.63 2.60 2.64 2.64 2.65 2.65
当月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
累平均 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・緑化場所に雨水が溜まるようにタンクを設置した 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・噴霧器使用する時にこまめに散布した 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・定期的な漏水チェックの実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・極力食器洗い洗濯はまとめて実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

リサイクル率の向上 当月 1,392 1,493 1,086 1,291 1,409 1,475 1,397 1,293 1,189 1,139 1,131 1,186 1,532 1,634 1,226 1,432 1,550

　埋立処分量削減 リサイクル率 累計 1,392 2,885 3,971 5,262 6,671 8,146 9,543 10,836 12,025 13,164 14,295 15,481 1,533 1,635 1,227 1,433 1,551

受入廃棄物の徹底した 95パーセント以上 当月 1,392 1,494 1,086 1,292 1,410 1,476 1,398 1,294 1,190 1,140 1,132 1,187 1,533 1,635 1,227 1,433 1,551

仕分け作業による分別 累計 1,392 2,886 3,972 5,264 6,674 8,150 9,548 10,842 12,032 13,172 14,304 15,491 17,024 18,659 19,886 21,319 22,870

受け入れ処分量 当月 100.0% 99.9% 100.0% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9%
3年後現状維持 　　　　t 累計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9% 99.9%

当月 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
累計 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

・中間処理場での選別の徹底 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・工場新人スタッフのりサイクル品目の指導 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・回収時による積載方法の仕分回収 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・リサイクル品目の拡大 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

廃棄物排出量削減 月目標：46.8ｋｇ 当月 47 50 43 46 48 51 47 46 46 43 47 48 47 50 43 46 48

（紙購入量削減） (年間796kg） 累平均 47.0 48.5 46.7 46.5 46.8 47.5 47.4 47.3 47.1 46.7 46.7 46.8 46.8 47.1 46.8 46.8 46.8
3年後現状維持 当月 〇 × 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 ×
電子化による 累平均 〇 × 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
紙使用の削減

・なるべくメールの利用を実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・なるべく印刷をしない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
・印刷ミスした紙はメモ用紙などに使う 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

評価 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和5年度環境経営計画書
(令和4年11月～令和6年3月） 発行：令和6年5月11日

承　　認 作　　成

松岡 佐久間
作成：令和6年5月11日

令和4年 令和5年

電力量(Kｗｈ）
　排出量削減（電
力の削減）3年後
3％削減

受け入れ量（ｔ）

電力量/受入量
（kwh/t)

評価

燃料合計(ℓ）

運搬量（t）

燃料/運搬量（ℓ
/t)

評価

受け入れ量（ｔ）

リサイクル率

評価

水使用量(㎥）

人員

人数あたりの水
使用量（㎥/人）

評価

令和6年
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使用合計(ｋｇ）

評価

リサイクル量（ｔ）
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環境経営目標に基づき実施した取り組み内容

【献血活動】

別紙資料6

【地域美化活動】

CSR活動の一環として実施させていただいた献血はたいへん多くの協力をいただきました。


